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児童扶養手当の「現況届」・特別児童扶養手当の
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今月号の内容



～元気で笑顔のあふれる福島町を実現するために～
【浜が１年で一番活気づく季節に・・・】

町長のしごと日記第94号

　
前
浜
で
は
、
六
月
十
八
日
の

　
前
浜
で
は
、
六
月
十
八
日
の

週
か
ら
養
殖
昆
布
の
収
穫
が
始

週
か
ら
養
殖
昆
布
の
収
穫
が
始

ま
っ
て
お
り
、
朝
早
く
か
ら
コ

ま
っ
て
お
り
、
朝
早
く
か
ら
コ

ン
ブ
の
洗
浄
や
乾
燥
作
業
に
追

ン
ブ
の
洗
浄
や
乾
燥
作
業
に
追

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
八
月
上
旬
ま
で
の

　
こ
れ
か
ら
八
月
上
旬
ま
で
の

約
二
か
月
間
、
気
温
が
上
昇
し

約
二
か
月
間
、
気
温
が
上
昇
し

夏
場
に
向
か
い
ま
す
の
で
、
事

夏
場
に
向
か
い
ま
す
の
で
、
事

故
な
く
作
業
が
順
調
に
進
む
と

故
な
く
作
業
が
順
調
に
進
む
と

と
も
に
、
豊
漁
と
な
る
こ
と
を

と
も
に
、
豊
漁
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
思
え
ば
、
約
十
年
前
、
私

　
今
思
え
ば
、
約
十
年
前
、
私

も
二
年
間
初
め
て
養
殖
昆
布
作

も
二
年
間
初
め
て
養
殖
昆
布
作

業
の
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

業
の
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
ニ
ラ
の
作
業
所

き
ま
し
た
が
、
ニ
ラ
の
作
業
所

と
の
掛
け
持
ち
で
し
た
の
で
、

と
の
掛
け
持
ち
で
し
た
の
で
、

大
変
で
し
た
が
善
き
経
験
を
さ

大
変
で
し
た
が
善
き
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
と
感
謝
し
て

せ
て
い
た
だ
い
た
と
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

お
り
ま
す
。

　
六
月
二
十
四
日（
土
）、
認
定

　
六
月
二
十
四
日（
土
）、
認
定

こ
ど
も
園
福
島
保
育
所
の
第
四

こ
ど
も
園
福
島
保
育
所
の
第
四

十
九
回
「
う
ん
ど
う
か
い
」
が

十
九
回
「
う
ん
ど
う
か
い
」
が

福
島
保
育
所
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お

福
島
保
育
所
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お

い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
少
し
雨
模
様
で
し
た

　
当
日
は
少
し
雨
模
様
で
し
た

が
、子
ど
も
た
ち
は「
か
け
っ
こ
」

が
、子
ど
も
た
ち
は「
か
け
っ
こ
」

や
「
ぼ
よ
よ
ん
行
進
曲
」
な
ど

や
「
ぼ
よ
よ
ん
行
進
曲
」
な
ど

の
遊
戯
に
、
元
気
い
っ
ぱ
い
グ

の
遊
戯
に
、
元
気
い
っ
ぱ
い
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
駆
け
回
っ
て
お
り

ラ
ウ
ン
ド
を
駆
け
回
っ
て
お
り

ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
保
護

ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
保
護

者
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ

者
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
も
駆
け
つ
け
、
子
ど
も

ち
ゃ
ん
も
駆
け
つ
け
、
子
ど
も

た
ち
の
活
躍
に
大
き
な
声
援
を

た
ち
の
活
躍
に
大
き
な
声
援
を

送
っ
て
お
り
ま
し
た
。

送
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
六
月
二
十
八
日（
水
）、
令
和

　
六
月
二
十
八
日（
水
）、
令
和

五
年
度
の
渡
島
総
合
開
発
期
成

五
年
度
の
渡
島
総
合
開
発
期
成

会
の
「
札
幌
要
望
」
に
溝
部
議

会
の
「
札
幌
要
望
」
に
溝
部
議

長
と
一
緒
に
参
加
を
し
て
ま
い

長
と
一
緒
に
参
加
を
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
な
お
、
当
期
成
会

り
ま
し
た
。
な
お
、
当
期
成
会

は
北
斗
市
の
池
田
市
長
が
会
長

は
北
斗
市
の
池
田
市
長
が
会
長

を
務
め
、
函
館
市
を
除
く
渡
島

を
務
め
、
函
館
市
を
除
く
渡
島

管
内
全
市
町
の
町
長
及
び
議
長

管
内
全
市
町
の
町
長
及
び
議
長

で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
当
日
は
、道
庁
の
一
階
ロ
ビ
ー

　
当
日
は
、道
庁
の
一
階
ロ
ビ
ー

に
集
合
し
、
最
初
に
北
海
道
鈴

に
集
合
し
、
最
初
に
北
海
道
鈴

木
知
事
（
面
談
は
中
村
知
事
室

木
知
事
（
面
談
は
中
村
知
事
室

長
）に
対
し
全
体
で
要
望
を
行
い
、

長
）に
対
し
全
体
で
要
望
を
行
い
、

そ
の
後
、
三
班
に
分
か
れ
て
道

そ
の
後
、
三
班
に
分
か
れ
て
道

庁
各
部
、
北
海
道
開
発
局
及
び

庁
各
部
、
北
海
道
開
発
局
及
び

鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支

鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支

援
機
構
北
海
道
新
幹
線
建
設
局

援
機
構
北
海
道
新
幹
線
建
設
局

な
ど
へ
要
望
活
動
を
行
っ
て
お

な
ど
へ
要
望
活
動
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。私
は
、第
一
班
と
し
て
、

り
ま
す
。私
は
、第
一
班
と
し
て
、

北
斗
市
の
池
田
市
長
を
班
長
に
、

北
斗
市
の
池
田
市
長
を
班
長
に
、

北
海
道
開
発
局
長
等
に
対
し
、

北
海
道
開
発
局
長
等
に
対
し
、

縦
貫
自
動
車
道
路
、漁
港
整
備
、

縦
貫
自
動
車
道
路
、漁
港
整
備
、

な
ど
の
早
期
実
現
を
要
望
し
て

な
ど
の
早
期
実
現
を
要
望
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

ま
い
り
ま
し
た
。

　
七
月
二
十
八
日

　
七
月
二
十
八
日（
金
）

（
金
）に
は
、

に
は
、

国
に
対
す
る
要
望
活
動
が
予
定

国
に
対
す
る
要
望
活
動
が
予
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
地
域

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
地
域

の
実
情
及
び
要
望
を
し
っ
か
り

の
実
情
及
び
要
望
を
し
っ
か
り

と
伝
え
て
ま
い
り
ま
す
。

と
伝
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
七
月
五
日（
水
）、
東
京
都
の

　
七
月
五
日（
水
）、
東
京
都
の

都
道
府
県
会
館
で
開
催
さ
れ
た

都
道
府
県
会
館
で
開
催
さ
れ
た

全
国
中
山
間
地
域
振
興
対
策
協

全
国
中
山
間
地
域
振
興
対
策
協

議
会
の
定
期
総
会
へ
参
加
し
、

議
会
の
定
期
総
会
へ
参
加
し
、

そ
の
後
、
六
日（
木
）
に
産
業
課

そ
の
後
、
六
日（
木
）
に
産
業
課

の
職
員
と
合
流
し
て
、
愛
媛
県

の
職
員
と
合
流
し
て
、
愛
媛
県

宇
和
島
市
の
株
式
会
社
ダ
イ
ニ

宇
和
島
市
の
株
式
会
社
ダ
イ
ニ

チ
本
社
を
訪
問
し
て
ま
い
り
ま

チ
本
社
を
訪
問
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

し
た
。

　
当
日
は
真
鯛
の
海
上
養
殖
施

　
当
日
は
真
鯛
の
海
上
養
殖
施

設
や
ヒ
ラ
メ
の
陸
上
養
殖
を
視

設
や
ヒ
ラ
メ
の
陸
上
養
殖
を
視

察
す
る
と
と
も
に
、
玉
留
（
た

察
す
る
と
と
も
に
、
玉
留
（
た

ま
る
）
社
長
と
意
見
交
換
を
さ

ま
る
）
社
長
と
意
見
交
換
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

翌
日
は
岡
原
宇
和
島
市
長
を
表

翌
日
は
岡
原
宇
和
島
市
長
を
表

敬
訪
問
し
、
様
々
な
意
見
交
換

敬
訪
問
し
、
様
々
な
意
見
交
換

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
度
は
、
地
元
水
産
加
工

　
こ
の
度
は
、
地
元
水
産
加
工

会
社
か
ら
の
ご
縁
を
い
た
だ
き

会
社
か
ら
の
ご
縁
を
い
た
だ
き

養
殖
事
業
の
現
地
視
察
と
な
り

養
殖
事
業
の
現
地
視
察
と
な
り

ま
し
た
。
北
海
道
と
違
っ
た
環

ま
し
た
。
北
海
道
と
違
っ
た
環

境
で
の
養
殖
事
業
で
し
た
が
、

境
で
の
養
殖
事
業
で
し
た
が
、

狭
隘
な
土
地
環
境
な
ど
厳
し
い

狭
隘
な
土
地
環
境
な
ど
厳
し
い

状
況
で
対
応
す
る
な
ど
、
私
た

状
況
で
対
応
す
る
な
ど
、
私
た

ち
が
学
ぶ
も
の
が
あ
り
、
ま
た
、

ち
が
学
ぶ
も
の
が
あ
り
、
ま
た
、

コ
ン
ブ
の
粉
末
と
し
て
の
活
用

コ
ン
ブ
の
粉
末
と
し
て
の
活
用

な
ど
の
ヒ
ン
ト
も
い
た
だ
き
ま

な
ど
の
ヒ
ン
ト
も
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
、
今
後
新
た
な
事
業

し
た
の
で
、
今
後
新
た
な
事
業

に
繋
が
る
よ
う
模
索
し
て
ま
い

に
繋
が
る
よ
う
模
索
し
て
ま
い

り
ま
す
。

り
ま
す
。

　
七
月
十
一
日
（
火
）、
令
和
五

　
七
月
十
一
日
（
火
）、
令
和
五

年
度
北
海
道
マ
リ
ン
ビ
ジ
ョ
ン

年
度
北
海
道
マ
リ
ン
ビ
ジ
ョ
ン

2121
促
進
期
成
会
の
総
会
が
札
幌

促
進
期
成
会
の
総
会
が
札
幌

市
の
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札

市
の
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札

幌
で
開
催
さ
れ
出
席
を
さ
せ
て

幌
で
開
催
さ
れ
出
席
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
、

い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
、

全
道
の
優
良
事
例
の
表
彰
や
取

全
道
の
優
良
事
例
の
表
彰
や
取

り
組
み
の
事
例
発
表
が
行
わ
れ

り
組
み
の
事
例
発
表
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
三
日（
木
）
に
は
、

　
ま
た
、
十
三
日（
木
）
に
は
、

同
ホ
テ
ル
に
お
い
て
「
北
海
道

同
ホ
テ
ル
に
お
い
て
「
北
海
道

市
町
村
長
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」
が

市
町
村
長
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」
が

開
催
さ
れ
、
全
道
各
地
の
首
長

開
催
さ
れ
、
全
道
各
地
の
首
長

と
道
庁
幹
部
が
一
堂
に
会
し
て
、

と
道
庁
幹
部
が
一
堂
に
会
し
て
、

様
々
な
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い

様
々
な
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

た
だ
き
ま
し
た
。

　
人
生
は
心
一
つ
の
置
き
ど
こ

　
人
生
は
心
一
つ
の
置
き
ど
こ

ろ
で
変
わ
れ
る
と
言
い
ま
す
。

ろ
で
変
わ
れ
る
と
言
い
ま
す
。

ま
た
、
明
日
は
明
る
い
日
と
書

ま
た
、
明
日
は
明
る
い
日
と
書

き
ま
す
。
明
日
と
い
う
日
が
す

き
ま
す
。
明
日
と
い
う
日
が
す

べ
て
の
人
に
と
り
ま
し
て
明
る

べ
て
の
人
に
と
り
ま
し
て
明
る

い
日
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
お

い
日
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

り
ま
す
。

〔　〕〔　〕22



　
７
月
16
日（
日
）、『
第
25
回
千
代
の
富
士
杯
争
奪
相
撲
大
会
』が
、

福
島
町
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
道
内
外
よ
り
、
幼
児

か
ら
中
学
生
ま
で
の
36
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ど
の
選
手
も
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
二
分
に
発
揮
し
、　
迫

力
あ
る
取
組
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

第
３
の
横
綱
を
目
指
し
て

第
３
の
横
綱
を
目
指
し
て

第
25
回
千
代
の
富
士
杯
争
奪
相
撲
大
会

大
会
結
果
（
福
島
町
及
び
相
撲
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

 

結
果
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。）

▼
幼
児
の
部

　

準
優
勝�

三さ
ん

鹿か　

聖せ
い

真ま

　

第
３
位�

阿あ

部べ　

夏な
つ

己き

　

第
３
位�

福ふ
く

井い　

理り

斗と

▼
小
学
１
年
男
子
の
部

　

優　

勝�

三み

影か
げ　

柊し
ゅ
う
た太

▼
小
学
１
年
女
子
の
部

　

準
優
勝�

村む
ら

田た　

澪み
お

柊ひ

　

第
３
位�

有あ
り

惠え　

琴こ
と

美み

▼
小
学
２
年
男
子
の
部

　

第
３
位�

荻お
ぎ

野の　

大だ
い

地ち

　

第
３
位�

福ふ

家け　

淳じ
ゅ
ん
ぺ
い平

▼
小
学
３・４
年
女
子
の
部

　

優　

勝�

新に
い
や
ま山　

芽め

依い

▼
小
学
３
年
男
子
の
部

　

第
３
位�

有あ
り

惠え　

優ゆ
う
せ
い成

▼
小
学
４
年
男
子
の
部

　

第
３
位�

三み

影か
げ　

蒼そ
う

太た

▼
小
学
５
年
男
子
の
部

　

第
３
位�

島し
ま
も
と本　

琉り

希く

▼
小
学
生
低
学
年
団
体
の
部

　

準
優
勝�

福
島
・
北
斗
連
合

▼
小
学
生
高
学
年
団
体
の
部

　

準
優
勝�

福
島
・
北
斗
連
合

▼
中
学
生
団
体
の
部

　

準
優
勝�

北
海
道
連
合

第
３
の
横
綱
を
目
指
し
て

第
３
の
横
綱
を
目
指
し
て

第
３
の
横
綱
を
目
指
し
て
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　６月12日（月）、アイ・エス・アイ興発株式会社に
よる社会貢献活動の一環として、やまゆりクリニッ
ク駐車場のライン引きが行われ、利用者が快適に利
用できるようになりました。
　ボランティア活動にご協力いただき感謝申し上げ
ます。

　６月16日（金）、道道渡島吉岡停車場線の国道から
吉岡温泉ゆとらぎ館までの道路沿いに、吉岡みどり
の会によるボランティア活動により花壇が設置され、
きれいな花で彩られています。
　ボランティア活動をしていただきました吉岡みど
りの会の皆様に感謝申し上げます。

　６月20日（火）、元渡島西部広域事務組合福島消防団副団長
の松岡清悦さんが令和５年春の叙勲・瑞宝単光章を受章し伝
達されました。
　松岡さんは、昭和55年に福島消防団員を拝命され、平成26
年３月31日までの34年１ヶ月にわたり消防団活動に従事しま
した。
　また、消防団幹部として部下団員の指揮監督にあたり、災
害時にあっては率先出動し、消火防災の陣頭指揮にあたりま
した。
　その尽力された功績が認められ、この度の受章となりました。

　６月21日（水）福島町赤十字奉仕団による
花壇整備が横綱記念館駐車場前にて行われま
した。
　花壇は、多数の花で彩られております。近
くを通る際には、ぜひご覧になってください。

ア

吉

松

日

イ･エス･アイ興発㈱の社会貢社会貢献活動献活動

花壇整備の様子

伝達を受けた松岡清悦さん

岡みどりの会によるボランティア活動ボランティア活動

岡清悦さんに令和５年春の叙勲・瑞宝単光章を伝達

赤奉仕団による花壇整備整備
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　６月23日（金）、福島商業高校で福島中学校生徒を対
象とした一日入学体験会が行われ、中学生約40人が商
業実習などの授業を体験しました。
　電卓技術を体得するビジネス基礎や新商品を考える
課題研究、観光プランを考える観光ビジネスなどを受
講し、高校生の指導を受けながらアイデアを出し合い、
課題解決に取り組みました。
　また、３年生は体育館でドローンの操作を学ぶなど、
興味深く充実した体験会となりました。

　６月28日（水）、「職業を知るガイダンス」が福島商
業高校で開催され、福島中学校の生徒40人・福島商業
高校の１・２年生18人が参加しました。
　４大学・６専門学校・４企業の方から、進路や仕事
のやりがいについて学びました。
　生徒達は、普段聞くことができない進学後の環境や、
会社での仕事内容などの説明を真剣に聞いていました。

福

中

島中学校生徒が福島商業高校で一日体験

高生が合同で就職進学ガイダンスを受講

小笠原内科消化器科クリニック
医師　小笠原　実（院長）

〒049-1454　松前郡福島町字館崎350番地27　TEL：0139-48-5231　FAX：0139-48-5232
○内科・消化器科・循環器科・呼吸器科・皮膚科

＊第２、第４土曜日は休診
＊受付時間は 8：30～12：00
　　　　　　13：30～16：30

診療時間 月 火 水 木 金 土
8：30～ 12：30 ○ ○ ○ ○ ○ ○
14：00～ 16：30 ○ ○ 訪問診療 ○ ○

　６月21日（水）、函館開発建設部と地元協力団体等により青
函トンネル記念館と道の駅の花壇整備が行われました。この
活動は、国土交通省「ボランティア・サポート・プログラム」
を活用したもので、町内の公共施設や国道沿いに花を植えて
環境美化を行うものです。
　当日は天候にも恵まれたことで作業もスムーズに進み、約
2,400株の花で埋め尽くされました。
　これにより景観も華やかになり、来館者や沿道を通る方々
からも大好評です。
　当日事業に参加いただいた協力団体のみなさま、花の溢れ
るまちづくりにご協力いただきありがとうございました。

青函トンネル記念館花壇整備
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　「犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域の
チカラ」をスローガンに７月の１か月間を強化月間
として、「社会を明るくする運動」が行われました。
　７月６日（木）、内閣総理大臣と北海道知事のメッ
セージ伝達式が役場前で行われました。
　当日は、メッセージの伝達を受け、青少年を代表
し、福島中学校の新山菫さんより、犯罪や非行のな
い社会に向けた決意表明が行われました。

　７月５日（水）、北海道電力ネットワーク株式
会社福島ネットワークセンターによる町道福島
月崎幹線の道路清掃ボランティア活動により、
道路沿線のゴミや排水溝の清掃が行われ、道路
利用者が快適に利用できるようになりました。
　ボランティア活動をしていただきました方々
に感謝申し上げます。

社

北

会を明るくする運動

海道電力ネットワーク㈱
福島ネットワークセンターのボランティア活動のボランティア活動

　６月30日（金）、福島町総合体育館で先端技術
に関心をもってもらおうと、「ドローン操作研
修会」が開催されました。
　当日は、小・中・高校の教職員や福島消防署、
郵便局、北海道電力㈱など32名が参加しました。
　講師は北日本スカイテック㈱白川部長らが務
め、航空法などの基礎知識やドローンサッカー
の体験操作を行い、参加者は初めて触れるドロ
ーンに興味深く学んでいました。

ドローン操作研修会を開催
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本　社 住所 ： 檜山郡厚沢部町字富栄611-4

URL ： http://www.hiyama-denki.co.jp

E-mail ： hiyama02@beach.ocn.ne.jp
北海道グリ-ン・ビズ認定、北海道と家庭教育サポート企業協定締結

 特定建設業 豊かな技術と確かな信頼工事

株式会社桧山電気工業
　 　　　電話 ： ０１３９－６４－３３３１

営業所住所 ： 松前郡福島町字福島524

          電話 ： ０１３９－４４７７－－３３６６２２２２

桧山電気はこんな会社
●●福福利利厚厚生生

・・花花見見会会

・・本本社社祭祭りり

・・社社員員旅旅行行

・・ボボーーリリンンググ大大会会

・・忘忘年年会会

・・大大レレククレレーーシショョンン大大会会

ななどど

宮城県松島

忘年会（ビンゴ大会）

大阪道頓堀

○○ 未未経経験験者者のの人人ででもも、、３３年年～～５５年年でで一一人人前前のの電電気気工工事事士士にに成成長長ししまますす。。

○○ 社社員員のの大大半半がが家家族族をを持持ちち、、立立派派なな大大黒黒柱柱ととししてて勤勤務務ししてていいまますす。。

○○ 国国家家試試験験、、技技能能講講習習、、安安全全教教育育とと、、いいろろんんなな資資格格もも取取得得ででききまますす。。

○○ 11００代代～～３３００代代のの社社員員がが多多数数勤勤務務しし、、楽楽ししくく和和気気ああいいああいいとと働働いいてていいまますす。。

○○ 仕仕事事だだけけででははななくく、、社社員員のの交交流流をを深深めめるる行行事事イイベベンントトがが沢沢山山あありりまますす。。

（（ホホーームムペペーージジ内内にに写写真真掲掲載載あありり））

　７月11日（火）、松前地区保護司会福島支部より福
島保育所と福島幼稚園の児童に、「社会を明るくす
る運動」の一環として、手作りの「ホゴちゃん人形」
「ホゴちゃんキャップシート」などが贈られました。
　園児たちは笑顔で受け取り、贈られたお菓子を家
で食べながらお母さんと一緒に「ホゴちゃんキャッ
プ」を作るのを楽しみにしていました。

　７月14日（金）、㈴西田商店（代表社員　西田篤司）
から、吉岡小学校児童に対して通学用ヘルメットが
寄贈されました。
　今年度から自転車へ乗る際に、ヘルメットの着用
が努力義務化されたことによるもので、「子どもた
ちの交通安全と、元気に通学してほしい」という思
いが込められています。
　寄贈を受けた児童会会長の新山芽依さんは、「ヘ
ルメットを大切に使い、交通安全に気をつけたい」
と話していました。
　この度の寄贈に感謝申し上げます。

園

西

福

児にホゴちゃん人形など贈呈など贈呈

田商店より自転車用ヘルメットの寄贈

島町戦没者追悼式

当日の様子（福島保育所）

　７月20日（木）、町内の戦没者を追悼する福島町
戦没者追悼式が吉岡総合センターで行われました。
　追悼式には遺族や来賓など36名が参列し、町長
の式辞に続いて参列者全員で黙とうを捧げました。
　また、溝部議長、北海道知事（代読）から追悼
の言葉をそれぞれいただき、参列者全員による献
花を行いました。
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学
校
給
食
用
食
材
納
入
事
業
者
を

募
集
し
ま
す

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
な

る
べ
く
地
元
産
及
び
地
場
産
（
北

海
道
産
）
の
食
材
を
活
用
す
る
こ

と
で
食
育
の
推
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、令
和
５
年
９
月
か
ら「
納

入
事
業
者
登
録
制
度
」
を
導
入
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

納
入
を
希
望
さ
れ
る
事
業
者

は
、
期
日
ま
で
に
申
請
さ
れ
ま
す

よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
安
定
的
に
食
材
を
納
入

で
き
る
こ
と
、
登
録
に
よ
っ
て
定

期
的
な
発
注
を
確
約
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
競
合
す
る
食
材
に
関
し

て
は
、
見
積
り
合
わ
せ
に
よ
り
事

業
者
を
選
定
し
ま
す
。

■
食
材
納
入
先

　

福
島
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
（
月
崎
３
２
２

－
1
）

■
納
入
種
類

　

野
菜
、
精
肉
、
豆
腐
類
、

　

魚
加
工
品
、
肉
加
工
品　

な
ど

■
条
件

①�

店
舗
（
工
場
）
等
を
福
島
町
内

に
有
し
、
小
売
業
、
製
造
業
等

を
営
む
個
人
及
び
団
体

②�

発
注
す
る
必
要
量
を
、
次
の
指

定
時
間
内
に
納
入
で
き
る
こ
と

ア�

．
生
鮮
食
品
（
野
菜
、
精
肉
等
）

　

当
日
、
午
前
８
時
～
８
時
15
分

イ�

．
そ
の
他
加
工
品
（
豆
腐
類
、

魚
加
工
品
、
肉
加
工
品
等
）

　

前
日
、
午
前
８
時
～
午
後
３
時

※�

魚
（
生
物
）
は
セ
ン
タ
ー
内
で

処
理
で
き
ま
せ
ん
の
で
取
り
扱

い
ま
せ
ん
。

③�

不
良
食
材
の
取
り
替
え
指
示
に

即
対
応
で
き
る
こ
と

■
申
請
方
法

　

次
の
書
類
を
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
ま
で
提
出
願
い
ま
す
。

①
提
出
書
類

ア�

．
申
請
書
（
給
食
セ
ン
タ
ー
・

教
育
委
員
会
で
配
布
し
て
い
ま

す
）

イ�

．
保
健
所
の
許
可
の
写
し

�

（
許
可
を
受
け
て
い
る
場
合
）

②
申
請
期
限

　

８
月
18
日（
金
）ま
で

　

福
島
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

☎
47

－

２
０
５
２

お
盆
中
の
し
尿
の
汲
み
取
り
に
つ

い
て

　

８
月
11
日（
金
）か
ら
８
月
16
日

（
水
）ま
で
は
、し
尿
の
汲
み
取
り
を

行
い
ま
せ
ん
の
で
、
必
要
な
場
合

は
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
先

　

有
限
会
社
上
嶋
環
境
営
繕

　

☎
47

－

２
０
３
７

■
受
付
時
間

　

午
前
８
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
課
町
民
係

　

☎
47

－

４
６
８
１

８
月
は
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

強
調
月
間
で
す

　

北
海
道
で
は
、
北
方
領
土
返
還

要
求
に
係
る
道
民
世
論
の
高
揚
を

図
る
た
め
、
昭
和
41
年
か
ら
毎
年

８
月
を
「
北
方
領
土
返
還
要
求
運

動
強
調
月
間
」
と
し
て
、
重
点
的

な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
総
務
防
災
係

　

☎
47

－

３
０
０
１

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親

善
事
業
の
参
加
者
募
集
に
つ
い
て

　

日
本
遺
族
会
で
は
、
先
の
大
戦

で
父
等
を
な
く
し
た
戦
没
者
の
遺

児
を
対
象
に
、
旧
戦
地
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訪
れ
、

慰
霊
追
悼
・
地
域
住
民
と
の
友
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親
善
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は
か
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め
参
加
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集
し
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。　

　

日
程
及
び
参
加
費
用
等
の
詳
細

は
、
日
本
遺
族
会
事
務
局
（
０
３

－

３
２
６
１
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５
５
２
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お
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ね
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い
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お
肉
は
し
っ
か
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し
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う
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牛
や
豚
、
鶏
な
ど
の
お
肉
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腸
管
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大
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菌
０

－

１
５
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や
カ
ン
ピ
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バ
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食
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毒
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起
こ
す
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し
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い
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。

　

ま
た
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ゾ
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エ
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Ｅ
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【
食
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予
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お
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、
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木
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所
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１
３
９
２
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２

－
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０
６
８
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内
地
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０
１
３
９
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－
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２
０
０
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ボ
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令
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５
年
10
月
１
日
か
ら
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式
と

し
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書
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ボ
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ス
制
度
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ま
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「
制
度
に
つ
い
て
知
り
た
い
」
と

い
う
方
は
、
説
明
会
（
無
料
）
に

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

説
明
会
に
関
す
る
情
報
は
札
幌

国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
税
に

関
す
る
情
報
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、YouTube

国
税
庁
動
画

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
説
明
会
と
同
様
の
内
容
に
つ
い

て
、無
料
動
画
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

函
館
税
務
署

　

☎
０
１
３
８

－

31

－

３
１
７
１

北
海
道
お
米
・
牛
乳
子
育
て
応
援

事
業

　

北
海
道
で
は
、
子
育
て
世
帯
を

対
象
に
、
商
品
券
な
ど
を
支
給
す

る
支
援
事
業
を
５
月
10
日
か
ら
９
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月
30
日
ま
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

申
請
期
限
が
近
づ
い
て
お
り
ま

す
の
で
、
未
申
請
の
方
は
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

■
対
象
児
童

　

平
成
17
年
４
月
２
日
か
ら
令
和

５
年
９
月
30
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
ど
も

■
支
給
対
象
世
帯

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

①�

道
内
で
対
象
児
童
と
同
居
し
て

い
る
世
帯

②�

道
内
で
対
象
児
童
だ
け
で
構
成

す
る
世
帯

③�

保
護
者
は
道
内
に
在
住
し
、
道

外
で
対
象
児
童
だ
け
で
構
成
す

る
世
帯

■
支
給
品

　

支
給
対
象
世
帯
ご
と
に
、
次
の

い
ず
れ
か
１
つ
。

①
商
品
券

②
電
子
ク
ー
ポ
ン

③
北
海
道
米
セ
ッ
ト

�

（
い
ず
れ
も
８
千
160
円
相
当
分
）

■
申
請
期
間

　

９
月
30
日（
土
）ま
で

■
申
請
方
法

　

電
子
申
請
ま
た
は
郵
送
申
請
で

直
接
、
北
海
道
の
「
北
海
道
お
米
・

牛
乳
子
育
て
応
援
事
業
事
務
局
」

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

電
子
申
請
の
場
合
は
、
専
用
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

北
海
道
お
米
・
牛
乳
子
育
て

　

�

応
援
事
業
事
務
局
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー

　

☎
０
１
1

－

３
５
０

－

７
３
７
１

江
差
道
路
事
務
所
か
ら
町
民
の
皆

様
へ

　

道
路
上
（
歩
道
含
む
）
に
物
件

を
設
置
す
る
に
は
、
道
路
管
理
者

の
許
可
（
道
路
占
有
許
可
）
が
必

要
で
す
。

　

道
路
管
理
者
の
許
可
な
く
設
置

し
た
物
件
は
「
不
法
占
有
物
件
」

と
し
て
行
政
指
導
の
対
象
と
な
り
、

罰
則
既
定
の
適
用
や
設
置
物
件
を

道
路
管
理
者
が
撤
去
（
撤
去
費
用

は
設
置
者
負
担
）
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　

道
路
占
有
許
可
申
請
に
つ
い
て

ご
不
明
な
点
（
申
請
方
法
・
占
有

す
る
物
件
の
規
模
な
ど
）
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
左
記
の
窓
口
ま
で
ご

相
談
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
い
願
い
い

た
し
ま
す
。

※�

法
令
・
許
可
基
準
に
よ
り
許
可

で
き
る
物
件
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

立
看
板
や
の
ぼ
り
旗
な
ど
許
可

が
受
け
ら
れ
な
い
物
件
も
あ
り

ま
す
。

■
道
路
占
有
許
可
申
請
の
窓
口

〒
０
４
９

－

０
０
２
５

　

檜
山
郡
江
差
町
字
泊
村
172
番
地

北
海
道
開
発
局
函
館
開
発
建
設
部　

江
差
道
路
事
務
所

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

☎
０
１
３
９
－

52
－

０
１
０
７

函
館
開
発
建
設
部
か
ら
の
お
知
ら

せ
～
一
般
国
道
２
２
８
号
白
神
防

災
事
業
に
つ
い
て
～

　

令
和
５
年
４
月
に
防
災
事
業
と

し
て
「
一
般
国
道
２
２
８
号
白
神
防

災
」
が
事
業
化
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
国
道
２
２
８
号
白
神
防
災

は
、
福
島
町
字
吉
岡
か
ら
松
前
町

字
荒
谷
を
結
ぶ
路
線
の
落
石
等
に

よ
る
特
殊
通
行
規
制
区
間
※
の
解

消
を
図
り
、
道
路
の
安
全
な
通
行

の
確
保
を
目
的
と
し
た
延
長
７
．

４
㎞
の
防
災
対
策
事
業
で
す
。

　

現
地
測
量
等
に
よ
る
規
制
を
行

う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
周
辺

通
行
の
際
は
御
注
意
願
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
役
場
等
の
関
係
機

関
と
も
協
力
し
な
が
ら
、
事
業
を

進
め
て
参
り
ま
す
。

※�

パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
よ
り
、
気
象
や

現
地
の
状
況
等
か
ら
判
断
し
て

危
険
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
事

前
に
通
行
規
制
を
行
う
区
間

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

函
館
開
発
建
設
部
道
路
計
画
課

　

☎
０
１
３
８

－

42

－

７
６
１
８

電子申請は
こちらから
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▽
年
齢
要
件

　

平
成
17
年
８
月
16
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

▽
住
所
要
件

　

令
和
５
年
５
月
９
日
ま
で
に
転

入
手
続
き
を
し
、
引
き
続
き
住
民

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

　

投
票
所
入
場
券
は
、
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
へ
、
８
月

８
日
～
10
日
頃
、
ハ
ガ
キ
で
郵
送

し
ま
す
。

　

投
票
所
入
場
券
が
届
か
な
い
場

合
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
入
場
券
を
紛
失
し
た
り
、

忘
れ
た
り
し
た
場
合
で
も
、
投
票

所
の
受
付
で
本
人
と
確
認
で
き
れ

ば
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

投
票
当
日
に
仕
事
や
旅
行
等
の

や
む
を
得
な
い
理
由
で
投
票
所
に

行
け
な
い
方
は
期
日
前
投
票
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

投
票
所
入
場
券
を
ご
持
参
下
さ
い
。

な
お
、
投
票
所
入
場
券
裏
面
の
「
宣

誓
書
」
に�

あ
ら
か
じ
め
ご
記
入
い

た
だ
く
と
、受
付
が
早
く
済
み
ま
す
。

▽
期
間

　

８
月
11
日（
金
）～
14
日（
月
）

▽
場
所
及
び
時
間

・
福
島
町
役
場　

１
階
ロ
ビ
ー

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

・
吉
岡
支
所

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　

当
日
の
投
票
や
期
日
前
投
票
が

で
き
な
い
方
は
、
不
在
者
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①�

仕
事
や
旅
行
先
で
の
不
在
者
投
票

　

滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で

不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
請
求
用
紙
は
、
選
挙
管
理

委
員
会
に
あ
り
ま
す
の
で
、
滞
在

先
の
住
所
・
電
話
番
号
を
書
い
た

メ
モ
等
を
持
参
の
う
え
、
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
郵
送
期
間
等
の
日
数
を

必
要
と
し
ま
す
の
で
、
お
早
目
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
請
求

用
紙
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

②
病
院
等
で
の
不
在
者
投
票

　

病
院
な
ど
へ
入
院
、
入
所
し
て

い
る
方
で
そ
の
施
設
が
不
在
者
投

票
指
定
施
設
（
町
内
は
陽
光
園
）

で
あ
れ
ば
そ
の
施
設
で
不
在
者
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
に
重
度
の
障
害（
１
～
３
級
）

の
あ
る
方
（
一
定
の
要
件
あ
り
）
や

要
介
護
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る

方
は
、
申
請
に
よ
り
「
郵
便
に
よ

る
不
在
者
投
票
」
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

不
在
者
投
票
の
請
求
手
続
き
は
、

告
示
前
で
も
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
だ
く
さ
い
。

①�

選
挙
公
報
は
候
補
者
の
氏
名
・

経
歴
・
政
見
・
写
真
等
が
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
８
月
11
日
頃
、

全
世
帯
へ
配
布
し
ま
す
。（
※
選

挙
が
執
行
さ
れ
な
く
な
っ
た
場

合
は
発
行
し
ま
せ
ん
）

②�

ポ
ス
タ
ー
掲
示
板
は
、
町
内
38

箇
所
に
設
置
し
ま
す
。

▽
千
軒

　

午
前
７
時
～
午
後
５
時

▽
千
軒
以
外
の
地
区

　

午
前
７
時
～
午
後
６
時

　

即
日
開
票
で
、
８
月
15
日（
火
）

の
午
後
７
時
（
予
定
）
か
ら
総
合

体
育
館
で
行
い
ま
す
。

　

開
票
結
果
は
、
総
合
体
育
館
及

び
吉
岡
支
所
玄
関
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
示
し
ま
す
。

福島町長及び町議会議員選挙福島町長及び町議会議員選挙

８月15日（火）は�投票日
忘れずに投票しましょう

●
告
示
日

　
８
月
10
日（
木
）

●
投
票
日

　
８
月
15
日（
火
）

投
票
で
き
る
方

投
票
所
入
場
券

不
在
者
投
票

選
挙
公
報
等

開　
　
票

当
日
の
投
票
時
間

期
日
前
投
票

～ご理解をお願いします～
　選挙当日【15日（火）】は、
各投票所の事務従事のため、
役場窓口は少数で対応するこ
とになります。
　少々お待ちいただくことも
あるかもしれませんのでご理
解をお願いします。
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令
和
５
年
７
月
10
日（
月
）、
福

祉
セ
ン
タ
ー
音
楽
室
に
お
い
て
、「
令

和
５
年
度　

第
２
青
函
ト
ン
ネ
ル

構
想
を
実
現
す
る
会
」
の
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

第
５
類
に
移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、

遠
く
は
札
幌
市
か
ら
の
出
席
も
あ

り
、
当
日
は
42
名
の
出
席
者
と
な

り
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
の
取
組
み
で
は
、

Ｐ
Ｒ
用
の
車
両
装
飾
や
青
函
ト
ン

ネ
ル
記
念
館
へ
の
看
板
設
置
な
ど

を
実
施
し
た
ほ
か
、
函
館
市
内
で

の
特
別
講
演
会
の
開
催
や
、
青
森

県
側
（
今
別
町
、
外
ヶ
浜
町
、
中

泊
町
）
へ
の
協
力
要
請
を
行
っ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
を
立
ち
上
げ
て
か
ら

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

り
思
う
よ
う
な
活
動
が
出
来
て
い

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
５
年
度

に
つ
い
て
は
北
海
道
や
国
へ
の
要
請

活
動
を
推
し
進
め
る
こ
と
を
確
認

し
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
26
日（
水
）に
は
青
森
県
今

別
町
で
「
第
２
青
函
ト
ン
ネ
ル
構

想
実
現
に
向
け
た
今
別
町
推
進
会

議
設
立
総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
青
森
県
側
と
も
連
携
し
、

実
現
に
向
け
た
機
運
を
高
め
て
い

き
ま
す
。

　

第
２
青
函
ト
ン
ネ
ル
構
想
を
実

現
す
る
会
で
は
、
随
時
、
入
会
申

込
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

入
会
に
つ
い
て
は
、
申
込
書
を

提
出
す
る
の
み
と
な
っ
て
お
り
、
会

費
に
つ
い
て
も
徴
収
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
是
非
、
入
会
く
だ

さ
い
。（
令
和
５
年
７
月
末
現
在
：

会
員
７
９
９
名
）

　

一
人
で
も
多
く
の
会
員
で
組
織

し
、
構
想
実
現
に
向
け
た
輪
を
拡

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　

詳
し
い
内
容
は
、
役
場
企
画
課

（
☎
47

－

３
０
０
７
）
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

第
２
青
函
ト
ン
ネ
ル
構
想
を

第
２
青
函
ト
ン
ネ
ル
構
想
を

��

実
現
す
る
会
総
会
を
開
催

実
現
す
る
会
総
会
を
開
催

第
２
青
函
ト
ン
ネ
ル
構
想
を

第
２
青
函
ト
ン
ネ
ル
構
想
を

実
現
す
る
会
へ
の
入
会
の
お
願
い

実
現
す
る
会
へ
の
入
会
の
お
願
い

青函トンネル記念館にＰＲ看板を新設

ＰＲ用車両装飾

青森県今別町　阿部義治町長へ協力要請



国国 のお知らせ民民 年年 金金

お問い合わせ先 町民課　年金係
函館年金事務所

☎４７－４６８１（直通）
☎０１３８－５６－１１６５（国民年金課）

　令和４年４月からは繰り下げ受給の上限年齢の引き上げが、令和５年４月からは老齢年
金の本来受給選択時の特例的な繰り下げみなし増額制度が施行されました。
　（1）老齢年金の繰り下げ制度
　老齢基礎年金を65歳で受け取らずに66歳以降75歳までの間で繰り下げて増額した年金を
受け取ることができます。ただし、66歳に到達する日までに障害年金及び遺族年金が発生
している場合は繰り下げ申し出できません。
　　※増額率＝0.7％×65歳に達した月から繰り下げ申し出月の前月までの月数

【繰下げ加算額】
　繰り下げ加算額、65歳時点の老齢基礎年金の額を基準として、受給の繰下げをした
時期によって計算されます。

繰り下げ加算額＝老齢基礎年金×増額率※

　（2）本来受給選択時の特例的な繰下げみなし増額制度
　繰下げの上限年齢が75歳の者が、70歳に到達した日後、受給権発生時点にさかのぼって
年金を受け取ることを選択した場合、請求の５年前の日時点で繰り下げ申し出したものと
みなし、繰り下げ加算した年金が支給されます。
◆以下の場合は本来受給選択時点の特例的な繰り下げみなし増額は適用されません。
　①繰り下げが申し出できないとき
　→66歳到達日までに他の年金を受給している、年金請求時点で受給者が死亡している
　②80歳以降に請求したとき
　③請求の５年前の日以前に他年金が発生しているとき

老齢年金の繰り下げ制度について

繰下げ上限年齢 ７５歳 ７０歳
増額率の上限 ８４％ ４２％

対 象 者
昭和27年４月２日以降生まれ、
または平成29年４月１日以降に
受給権が発生したもの

左記に該当しないもの

繰下げ待期期間（７２カ月）
繰り下げ加算額（ 0.7×72月＝50.4％）
本来年金額

（ ７１ 歳 ）（ ６５ 歳 ）
（受給権発生）

繰り下げ申し出

７１歳から受給開始　
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マイナンバーカードに係るお知らせマイナンバーカードに係るお知らせ

　役場から個人番号カード交付通知書が届いている方で、まだカードの交付を受けてい
ない方は、下記の書類を持参のうえ、役場または吉岡支所で受け取りをお願いいたします。
　15歳未満のお子様は、本人が来庁しなければ交付できません。

◆交付に必要なもの
・�個人番号カード交付通知書（役場から申請者へ届く、カードを受け取る旨が記載され
ているハガキ）
・本人確認書類
　①　顔写真のあるもの（運転免許証、特別永住者証明書、障害者手帳など）� いずれか１つ
　②　顔写真のないもの　国民健康保険証、年金手帳、学生証、介護保険証、
　　　　　　　　　　　　こども医療受給者証等）� いずれか２つ
※�代理人の場合は、個人番号カード交付通知書のほかに、マイナンバーカードを申請さ
れた方と窓口に来庁された方（代理人）の本人確認書類両方を提示していただきます。

★�児童扶養手当を受給している方（支給停
止中も含む）は ｢現況届｣ を、特別児童
扶養手当を受給している方は ｢所得状況
届｣ の提出が必要です。
　該当する方へ８月上旬に通知しますので、
必ず期限内に手続きをして下さい。

○児童扶養手当とは
　離婚もしくは配偶者が死亡などの状況に
ある場合で、親または養育者が18歳未満（中
程度以上の障害のある場合は20歳未満）の
児童を監護、養育している場合に支給され
ます。（法律の改正により、平成22年８
月１日から父子家庭も支給対象となりまし
た。該当する方がおりましたら、役場町民
課までお問い合わせください。）
　ただし、国民年金法に基づく老齢福祉年
金以外の公的年金を給付できるときや、婚
姻の届出は出していなくても事実上の婚姻

関係（内縁関係など）にあるときは手当の
支給対象外となります。

☆特別児童扶養手当とは
　20歳未満の重度または中程度の心身障害
児を養育している父、又は母もしくは父母
にかわってその児童を養育している人が手
当を受けることができます。ただし、児童
が施設に入所している場合は手当の支給は
されません。

【お問い合わせ先】
　〇児童扶養手当
　　町民課　☎４７－４６８１

　☆特別児童扶養手当
　　福祉課　☎４７－４６８２

児童扶養手当の「現況届」・特別児童扶養手当の
「所得状況届」の提出をお忘れなく！

（ ）
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８月は「食品衛生月間」です

お問い合わせ先 福祉課　健康増進係　　☎４７－４６８２

　夏場は、暑さで体力が消耗し、身体の免疫力が下がりやすい時季です。細菌性食中毒や、ノ
ロウイルスによる感染性胃腸炎など、食中毒を予防しましょう。

細菌性　食中毒予防の３原則
①　細菌を食べ物に「つけない」
②　食べものに付着した細菌を「増やさない」
③　食べものや調理器具に付着した細菌を「やっつける」

ウイルス性　食中毒予防の４原則
①　ウイルスを調理場内に「持ち込まない」
②　食べ物や調理器具にウイルスを「ひろげない」
③　食べ物にウイルスを「つけない」
④　付着してしまったウイルスを加熱して「やっつける」

　◦日用品と食品を一緒に買う場合は、日用品を先に選んでから食品を買うようにしましょう
　◦生鮮食品や冷蔵、冷凍された食品は、最後に買うようにしましょう

　◦食事の前は、必ず手を洗いましょう
　◦調理された食品は、早めに食べましょう
　◦�全部食べられないと思ったら、箸をつける前に別の容器や食器に取り分け、
　　フタやラップをしてから冷蔵庫に入れましょう

　◦食後の食器や調理器具は、できるだけ早く洗いましょう
　◦タオルやふきんは、清潔で乾燥したものを使いましょう

ご家庭での食中毒予防
買 い 物

食　　事

後片付け
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診療所だより診療所だより
『残薬について』『残薬について』

～やまゆりの風～～やまゆりの風～

福島町国民健康保険診療所

やまゆりクリニック

診 療 時 間 月 火 水 木 金 土
午
前 ● ● ● ● ● ▲

午
後

● ● ●
訪問
診療

●

8 :30 ～ 11:45

1 :00 ～ 5:00

●5 :00 ～ 6:30

３日以内に37.0℃以上の発熱がある方は、来院される前にお電話でご連絡をお願い致します。
やまゆりクリニックからのお願い

夏季休診のお知らせ
８/14（月）～８/16（水）を夏季休診とさせていただきます。
ご迷惑をおかけいたしますが、ご了承のほどお願いいたします。

薬が余る主な原因や理由

8/11 12 13 14 15 16 17
金 土 日 月 火 水 木

休　診 午前診療 休　診 夏季休診 夏季休診 夏季休診 通常診療
（午前療診）

ご自宅に病院等から処方された薬が残っていませんか？
　・ついうっかり薬を飲み忘れてしまう……
　・出かけ先に薬を持って行くのを忘れてしまった……
　・定期的に病院受診をしているが、なぜか薬がたまってきてしまった……
　・１日３回の薬を２回しか飲んでいなかった……　　　など
　こんな事はありませんか？
　飲み残しや飲み忘れなどが原因で、手元に残ってしまった薬のことを「残薬」といいます。
　残薬がたくさんあると、飲みまちがいや誤飲の原因にもなりますので、注意してください。

　　　・飲み忘れ　・飲む量、回数の間違い　　・薬を正しく管理できていない
　　　・自己判断で薬の数を減らしたり、服用を中止してしまった
　　　・残っている薬の事を相談できない　　　など

　処方された薬は、適切に服用しないと治療期間の延長や、体調不良などに繋がります。

＊ご自宅に飲み残しの薬がある場合は
　受診時に余っている薬をご持参いただければ、残っている薬を確認しながら処方日数の調
整や、飲み忘れ対策等を行う事ができるので、医療機関に相談しましょう。
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☆福島町健康づくり推進協議会�～福島町三師会の健康情報コーナー

『老化や寿命のカギは腎臓が握っている！』
　今回は、腎臓をキレイにしてくれる身近な、お勧めの野菜３つを紹介します。

　慢性腎臓病の人は自覚症状が少ないので、何を食べたらいいか迷いませんか？

　タンパク質制限、減塩、カリウム制限、リン制限などをしても、中々成果があがらない
ので困ります。中でも、カリウムは、ヒトの体に不可欠なミネラルで、血圧低下や脳卒中
リスクの軽減などの大事な働きをし、９割が腎臓から排泄されます。しかし、腎機能が低
下すると、カリウムの血中濃度が増し、高カリウム血症（5.5以上）になり、不整脈や心
停止などの危険な状態におちいります。そのため腎機能が低下している人のカリウム制限
はとても重要です。

①玉ねぎ・・・�強い抗酸化作用（老化の促進・動脈硬化を助長させる酸化ストレスを軽減）
があり、野菜類の中ではカリウム含有量が一番少ない

玉ねぎには、ケルセチンというポリフェノールも多く含まれて
おり、冠動脈疾患の予防、血圧低下効果、脂質代謝異常の改善、
発がん抑制、免疫力のコントロールなどの素晴らしい作用もあ
ります。

②小松菜・・・抗酸化作用、ビタミンC・カルシウム・鉄が豊富
ビタミンAの一種のβカロテンなどが多く含まれていて、動脈硬化の改善、インス
リン抵抗性の改善、メタボリックシンドロームの改善、酸化ストレスの軽減の効果が
あります。さらに、カルシウムは普通の牛乳より多く含み、鉄も、ひじきと同程度に
含んでいます。ただし、水にさらすか茹でて調理してください。

③もやし・・・�意外と多くの栄養素を含み、カロリーが少なく、食物繊維が豊富でカリウ
ム含有量が少なく、どこでも買える

90％が水分ですが、牛乳と同程度のタンパク質、食物繊維や葉酸も含んでいます。血
糖値の上昇を緩やかにし、腸内環境の改善、生活習慣病の改善にもつながります。

  （文責：小笠原内科消化器科クリニック　小笠原　実）

お問い合わせ先 福島町健康づくり推進協議会（福祉課内）　☎47－4682
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お問い合わせ先 福島消防署　救急通信係　　☎４７－２１１９
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お問い合わせ先 産業課　商工観光係　　☎４７－３００４

地域商品券の期限が迫っています！

　令和５年５月下旬に福島町で発行した「第６弾地域商品券」
の使用期限が迫っていますので、期限までに使用するようお願
いします。

有 効 期 限

令和５年８月31日（木）

　注意事項
※期限が過ぎた場合は使用できません。
※現金への換金はできません。
※�福島町商工会で発行しているプレミアム商品
券と間違わないようにお気をつけください。
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農 林 か わ ら 版

どすこい朝市開催中！ どすこい朝市直売所オープン！

　７月３日（月）福島峠の国道沿いに、㈱石岡組のご協力により「シカ飛び出し注意」
看板の設置が行われました。
　同社では、毎年、社会貢献活動の一環として看板設置にご協力いただいており、活動
に対して感謝申し上げます。

山菜や海産物が大盛況

ご意見やお問い合わせは　産業課農林係まで　　☎：４７－３００２　FAX：４７－４５０４

　６月４日（日）午前７時から、トンネル記念館駐車場でどすこい朝市が始まりました。
６月は、甘いいちごや山菜、カニなどが販売され、大盛況でした。
　７月11日（火）からどすこい朝市直売所もオープンしております。
　今後も地元の新鮮な野菜等が多く出品されますのでぜひご来場ください。
※朝市開催日：毎週日曜午前７時～　トンネル記念館駐車場（雨天時：福祉センター入口横通路）
　直売所営業日：毎週火曜～金曜午前11時～午後１時　トンネル記念館駐車場

看板設置をする㈱石岡組の社員の方々

シカ看板設置
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＊８月パークゴルフ場カレンダー＊

＊８月総合体育館カレンダー＊
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
６ ７ ８ ９ 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

６ ７ ８ ９ 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

相撲に親しむ教室会開催
　７月５日（水）、福島小学校体育館で、相撲に親しむ教室が開催されました。福島町相
撲協会に所属する町職員３人から、相撲の礼儀・基本動作などを学びました。児童たち
は、一生懸命四股を踏んだり、すり足を行うなど、楽しく相撲に親しみました。

子ども向けプログラミングクラブ
　６月23日（金）から、福祉センター音楽室で小学生～
高校生向けのプログラミングクラブを開催しました。
　参加者は、タイピングの練習をしたり、プログラミ
ングソフトの使い方を学びながら、楽しくオリジナル
ゲームを作成しました。

●
８
月
の
行
事

◆�
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）
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ル
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プ
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ラ
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夏
季
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講
座
）

　

期
日　
８
月
16
日（
水
）

　
　
　
　
　

～
18
日（
金
）

　

場
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通
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　７月３日（月）に福島町福祉センターで「小学校ブックフェスティバル」が開催されました。今年は、
北海道立図書館から約900冊の児童書と、しかけ絵本やおはなし迷路をお借りしました。児童書を会場
一面に広げたり、テーマごとに展示し、本の貸し出しを行いました。また、１年生から３年生は絵本の
読み聞かせを体験し、４年生から６年生は自分の好きな本を各グループで紹介しあう「本deリング」
を行いました。１年生の児童は初めてのブックフェスティバルでしたが、お友達と楽しそうに本を選ん
だり、絵本の読み聞かせでは楽しく笑ったり、真
剣に聞いている様子もみられました。４～６年生
の児童はゆっくりと本に目を通しながら、その中
で自分が借りたい本を真剣に選んでいました。「本
deリング」では７つのグループに分かれ、拍手
や笑い声が聞こえる楽しい時間となりました。

図書室ＮＥＷＳ
～８月号～

福祉センター図書室　☎４７－３０４６
ＨＰ：https://www.lib-eye.net/fukushima_town_library/
◆貸出冊数・期限：１人10冊まで、２週間貸出可能
◆休 館 日：毎週日曜日・火曜日/祝日/年末年始（12/30～1/5）

～おすすめの１冊～

今月のイベント
①【ブックスタート】17日（木）13:30～健康づくりセンター
②【よみきかせのかい】18日（金）10:30～11:00 図書室
③【図書室であそぼう！夏休みスペシャル・図書ミニ縁日】
� 18日（金）10:00～15:00 図書室・ホール
④【ＢＯＯＫフェア】　「ホラーな夏。」

図書室前廊下にて８月31日まで展示しています。

📖小学校ブックフェスティバル開催しました📖

　大きな湖のとある郊外の街で、子供たち
が突然姿を消した。息子を愛するシングル
マザー、生徒思いの教師、無邪気な子供た
ち…それぞれの視点から描かれる怪物探し
の果てに明らかになる正体とは。第76回カ
ンヌ国際映画祭・脚本賞受賞の作品をまず
は本から楽しんでみてはいかがでしょうか。

　怪　物
� 坂元　裕二（脚本）

＝じどうしょ＝

●へんしん！

●スイカのいちにち

●ぎょうれるのできるアイスクリームかきごおりやさん

●ねこの町小学校　わくわくキャンプファイヤー

●夏に、ネコをさがして

●なつであそぼう（じゅんびのいらないしぜんのあそび）

＝一般書・小説＝

●堀田仁助～蝦夷地を計った津和野藩士～

●母という呪縛　娘という牢獄

●サッと！つるっと！夏麺

●鈍色幻視行

●春に散る（上・下）

●隠居おてだま

㋤北のおくりもの　北海道アンソロジー

� ほか

北 村 直 子

くらしたえりか

ふくざわゆみこ

小手鞠るい

西 田 俊 也

高 橋 京 子

神　 英 雄

斎 藤　 彩

重 信 初 江

恩 田　 陸

沢木耕太郎

西 條 奈 加

赤川次郎ほか

新刊案内🍦夏休みを応援します！🍦
　夏休みが始まりましたね！今年から夏休みが長くなり、
学校の宿題や自由研究などゆっくりできますね…
図書室ではみなさんの読書を応援しています！
　読書感想文コンクールの課題図書・北海道指定図書や自
由研究や工作の本を展示しています。
自由研究はどうしよう…
読書感想文や感想画はどの本
を選ぼうかな…というとき
に役立つ本を集めました！
ぜひ活用してください。
展示は８月末まで行っています。

8月の図書室で遊ぼう！は夏休みスペシャル🌻

㋤は吉岡総合センターなごめ～るの新着図書です

『図書ミニ縁日』を開催します。
８月18日（金）10時～15時
福祉センター図書室・ホール
�こども縁日・ヨーヨー釣り、ボールすくい、カタヌキ、わなげ（１回30円～）
こども屋台・ポップコーン、わたあめ、かき氷、駄菓子（各50円～）

🌻図書サポ・バザー開催!!� ※品物が無くなり次第終了します。
🌻よみきかせ会もあります!　10時30分～11時

日時
場所
内容

子供から大人まで
参加してください!

〔　〕〔　〕2121



町発注の工事等入札結果の状況をお知らせします。詳しい資料は、役場総務課窓口で閲覧いただけます。

☆入札結果（６月13日～６月28日） 単位：円

工事等入札結果の公表

工 事（業務・物品） 名 等 落札業者名 予定価格 契約金額 履行期間

福島町民プール管理委託業務 サクラセキュリティーサービス� 株式会社 2,905,100 2,816,000 R5.�10.� 3

塩釜地区配水管移設工事 中塚建設　株式会社 39,930,000 38,500,000 R5.� 9.�29

有害鳥獣処理施設整備工事 有限会社　小鹿建設 46,387,000 45,540,000 R5.�12.�29

浄化槽設置（その１）工事 株式会社　石岡組 12,628,000 12,100,000 R5.� 9.�29

福島町福祉バス 有限会社　上嶋環境営繕 非公表 12,797,788 R6.� 1.�31

暖房用機器 有限会社　平野石油 非公表 1,698,400 R5.� 9.�30

温泉で心も体もリフレッシュ！
温泉の日は、ちょっと得した気分
家族みんなで温泉へ出かけましょう！

８月の温泉の日は

26日（土）

無料開放 !

　吉岡温泉のお盆期間中の営業は、次のとお
りとなっております。
　帰郷されているご家族お揃いで、ゆったり、
のんびりお過ごしください。

お盆期間中の営業のお知らせ

臨時営業日：14日（月）
臨時休館日：16日（水）

◆吉岡温泉ゆとらぎ館� ☎48－5955
◆福島町まちづくり工房� ☎46－7822

お問い合わせは 〈お問い合わせ〉
北海道電力ネットワーク株式会社
� 福島ネットワークセンター　お客さまサービス課
0120－060－915（平日９時～1７時）
※音声ガイダンスが流れますので「５」を選択してください。

LINEで停電情報を
� お知らせします
事前に登録したエリアで停電が発生した
ら発生日時・地区をお知らせします！

－いざという時に安心－
　お友だち追加・エリア登録
はこちらから

　停電・設備に関するお問い
合わせはチャットでも受付し
ています。

吉 岡 温 泉 だ よ り

〔　〕〔　〕2222



１ 火 福　認知症カフェ	 13:30～15:00　健康づくりセンター

２ 水

３ 木
保育　福島保育所夕涼み会	 17:00～　福島保育所　　　　

保育　ゆりっこ広場	 10:00～11:30　子育て支援センター

４ 金

５ 土 福　リハビリ教室	 9:00～12:00　健康づくりセンター

６ 日

７ 月 福　ふれあい教室	 13:30～15:00　吉岡総合センター　

８ 火

教　ジュニアスイミングスクール

	 10:00～15:00　町民プール　　　　

福　介護家族交流会	 13:30～15:00　健康づくりセンター

９ 水
教　ジュニアスイミングスクール

	 10:00～15:00　町民プール　　　　

10 木

保育　運動保育	 10:00～　福島保育所　　　　

教　ジュニアスイミングスクール

	 10:00～15:00　町民プール　　　　

11 金 山の日

12 土

13 日
教　二十歳を祝う会	 10:00～　福祉センター集会室

教　成人祭	 18:00～　福島大神宮　　　　

14 月

15 火

16 水

教　プログラミングクラブ夏季集中講座

　　３・４級コース	 10:00～／１・２級コース	 13:30～

	 福祉センター音楽室

17 木

福幼　第２学期始業式	 10:00～　福島幼稚園　　　　

保育　ゆりっこ広場	 10:00～11:30　子育て支援センター

教　プログラミングクラブ夏季集中講座

　　３・４級コース	 10:00～／１・２級コース	 13:30～

	 福祉センター音楽室

福　乳幼児健診（ブックスタート事業）

	 13:30～14:30　健康づくりセンター

教　ブックスタート	 13:30～　健康づくりセンター

18 金

福　育児教室	 10:00～12:00　子育て支援センター

教　プログラミングクラブ夏季集中講座

　　３・４級コース	 10:00～／１・２級コース	 13:30～

	 福祉センター音楽室

教　よみきかせのかい	 10:00～11:00　福祉センター図書室

教　図書室で遊ぼう！（ミニ縁日）

	 10:00～15:00　福祉センター　　　

19 土
教　千代の富士杯争奪パークゴルフ大会

	 9:00～　パークゴルフ場　　

20 日

21 月

22 火

福　ふれあい教室	 10:00～11:30　月崎１町内会館　　

福　ふれあい教室	 13:30～15:00　健康づくりセンター

福　温泉健康相談	 13:00～16:00　吉岡温泉　　　　　

23 水

教　各小中学校　夏季休業最終日

保育　福島保育所誕生会	 10:00～　福島保育所　　　　

福幼　ALT英語で楽しく	 10:00～　福島幼稚園　　　　

福　リハビリ教室	 10:00～11:30　健康づくりセンター

福幼　おめでとう誕生会	 11:00～　福島幼稚園　　　　

福　認知症カフェ	 13:30～16:00　吉岡温泉　　　　　

教　通学合宿	 吉岡総合センター　

24 木
保育　ゆりっこ広場	 10:00～11:30　子育て支援センター

教　通学合宿	 吉岡総合センター　

25 金

保育　ALT訪問（英語で遊ぼう）

	 10:00～　福島保育所　　　　

教　通学合宿	 吉岡総合センター　

26 土
福幼　絵本の広場	 9:00～12:00　福島幼稚園　　　　

教　通学合宿	 吉岡総合センター　

27 日

28 月

29 火

保育　福島保育所避難訓練（地震・津波想定）

	 10:00～　福島保育所　　　　

福　ふれあい教室	 10:00～11:30　あづま～る（千軒）

30 水 福幼　ちびっこ広場	 10:00～12:00　福島幼稚園　　　　

31 木

保育　ゆりっこ広場	 10:00～11:30　子育て支援センター

福　健康フィットネス教室

	 10:00～11:30　総合体育館　　　　

福幼　賛美の会（子育て座談会）

	 10:30～　福島幼稚園　　　　

今月の行事予定今月の行事予定8月
August

＊�　各行事については、新型コロナウイルス感染症予防のため、延期・中止となる場合があります。
　参加を希望される方は、事前に各担当までお問い合わせください。

議 議会事務局 (47)2215

総 総務課（代表） (47)3001

企 企画課 (47)3007

税 町民課（税務） (47)4683

町 町民課（町民） (47)4681

福 福祉課 (47)4682

建 建設課 (47)3006

産 産業課 (47)3004

教 教育委員会 (47)3675

保育 認定こども園福島保育所 (47)3440

福幼 福島幼稚園 (47)2233

福消 福島消防署 (47)2119

広域 渡島西部広域事務組合 (47)3511

観 観光協会 (47)3004

お問い合わせ先　–�telephone�–

〔　〕〔　〕2323〔　〕〔　〕2323



ふるさと応援基金ふるさと応援基金
　令和５年７月19日現在までの寄
付金が次のとおりとなりました。
　ありがとうございました。

令和４年度末時点での基金残高

100,073,000円

寄付受入れ状況

令和４年度 4,146件 56,392,052円

令和５年度 520件 6,622,000円

お 問 い
合わせ先

企 画 課
企 画 係 ☎47－3007

第801号

令和５年８月１日発行
月号

2023 8
■発行／福島町�　☎（0139）㊼３００１
　http://www.town.fukushima.hokkaido.jp/
　E-mail：info@town.fukushima.hokkaido.jp
■印刷／阿部綜合印刷㈱

人口と世帯
 （令和５年６月末現在） 

前月比

人　口 ３，５２５ 人 ＋� 2 人
男 １，６５4 人 ＋� 1 人
女 １，８7１ 人 ＋� 1 人

世帯数 １，９３５世帯 ＋� 2世帯

日曜当番医

※診療時間は、午前９時から
　午後３時までです。

８月�６日
� 13日
� 20日
� ２7日

やまゆりクリニック
（松前町立松前病院）
（木古内町国保病院）
小笠原クリニック

８月は福島保育所

つばめ組のみなさんの

� 作品です。

「はなび」

左から　木
き

田
だ

碧
あい

斗
と

くん、 上
うえ

田
だ

陽
ひ

央
お

莉
り

ちゃん

～切り紙ではなびを表現しました～

○おたんじょうおめでとう

　　　お名前� 地区名� �保護者

　住吉　栞
かん

奈
な

ちゃん� 月崎１　徳彦さん

○おくやみもうしあげます

　��亡くなった方� �年齢� 地区名

　雀部　梅子さん� （83歳）　新栄町　

　近藤　喜市さん� （85歳）　三岳１　

　阿部　祥二さん� （80歳）　白符２　

　鳴海　敏枝さん� （97歳）　三岳１　

　平沼　岩雄さん� （77歳）　緑　町　

６月24日～７月20日届出分

よろこび・かなしみ

○優良運転者講習

　（福島町福祉センター）

　８月10日（木）

　午後６時から

○松前町の講習

　（松前町総合センター）

　８月17日（木）

　違反講習…午前10時

　優良講習…午後１時

　一般講習…午後２時

　初回講習…午後３時45分

運転免許更新時講習

〔　〕〔　〕2424


